
まま
ちち
づづ
くく
りり
総総
合合
住住
宅宅
フフ
ェェ
アア

２０１９

技技
能能
まま
つつ
りり
ベベ
ルル
ナナ
ーー
ドド
観観
光光
通通
りり

－

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
通
し
て

後
継
者
育
成
の
取
り
組
み
へ
つ
な
げ
る－

２０１９

十
月
二
十
八
日
、
午
後
一
時

三
〇
分
か
ら
長
崎
県
に
対
し

「
中
小
建
設
業
者
・
職
人
の
仕

事
と
暮
ら
し
の
改
善
」
と
し
て
、

①
中
小
建
設
業
者
へ
の
工
事
発

注

②
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
に
見
合
う
賃
金
の
支
払
い

③
工
事
発
注
に
お
け
る
適
正
単

価
の
設
定

④
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
助
成
の
四
項
目
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

県
か
ら
は
平
田
副
知
事
他
九

名
、
組
合
・
協
会
か
ら
田
上
委

員
長
、
北
村
協
会
長
他
二
十
四

名
が
出
席
。
ま
た
県
議
会
か
ら
、

坂
本
、
深
堀
、
山
田
、
山
口
、

堤
、
宮
島
、
西
川
各
議
員
が
同

席
。始

め
に
北
村
協
会
長
か
ら
平

田
副
知
事
に
対
し
要
望
書
を
手

渡
し
た
の
ち
、
田
上
委
員
長
が

「
国
の
経
済
対
策
に
よ
り
大
手

事
業
者
の
経
営
状
況
は
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
中
小
事

業
者
は
い
ま
だ
深
刻
な
状
況
に

あ
る
」
な
ど
と
述
べ
た
上
で
、

要
望
主
旨
を
説
明
。
建
設
現
場

で
働
く
中
小
事
業
者
へ
の
配
慮

を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
平
田
副
知
事
は

工
事
発
注
に
つ
い
て
「
現
場
条

件
な
ど
を
踏
ま
え
、
可
能
な
限

り
分
離
・
分
割
発
注
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
ゼ
ロ
県
債
を
活
用

し
て
工
事
発
注
の
平
準
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
低
層

の
木
造
化
や
内
装
の
木
質
化
を

積
極
的
に
進
め
、
公
営
住
宅
内

の
集
会
所
な
ど
で
採
用
し
て
い

る
」
と
し
、
適
切
な
賃
金
の
支

払
い
で
は
、「
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
国
と
連
携
し
て
の
立
ち
入

り
検
査
や
下
請
企
業
の
保
護
に

関
す
る
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
指
導
・
監
督
を
強
化
し
て

い
き
た
い
」
と
回
答
。

ま
た
、
適
正
単
価
の
設
定
で

は
、
小
規
模
工
事
に
お
け
る
単

価
の
割
増
し
に
つ
い
て
ふ
れ
、

「
土
木
工
事
で
の
設
定
は
な
い

が
、
建
築
工
事
に
お
い
て
は
工

事
量
が
僅
少
の
場
合
、
設
計
単

価
を
割
り
増
す
算
定
を
行
っ
て

い
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
に
関
し
て
は
、

「
県
で
は
人
口
減
少
・
空
き
家

対
策
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る

う
え
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
重

要
と
と
ら
え
て
い
る
。
ま
た
多

子
世
帯
分
を
採
用
し
て
い
な
い

市
町
に
は
採
用
を
働
き
か
け
て

い
き
た
い
」
と
回
答
。

同
席
の
山
田
議
員
か
ら
は
、

県
内
業
者
を
優
先
す
る
と
と
も

に
予
算
の
確
保
を
。
ま
た
坂
本

議
員
か
ら
は
小
規
模
改
修
事
業

予
算
が
減
少
し
て
い
る
点
に
つ

い
て
力
強
く
訴
え
て
い
た
だ
き
、

終
了
し
ま
し
た
。

親
子
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
作
り

「
二
〇
一
九
ま
ち
づ
く
り
総

合
住
宅
フ
ェ
ア（
長
崎
会
場
）」

が
十
月
五
日
と
六
日
の
二
日
間
、

「
新
た
な
時
代
の
住
ま
い
づ
く

り
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
昨
年

に
引
き
続
き
、
長
崎
県
庁
舎
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
国
土
交
通

省
が
定
め
る
住
生
活
月
間
の
関

連
行
事
の
一
環
で
、
平
成
三
年

に
始
ま
り
、
今
回
で
二
十
九
回

目
。組

合
で
は
協
会
と
共
に
お
仕

事
体
験
と
し
て
「
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
チ
ェ
ア
」
を
出
展
。
多
く
の

親
子
連
れ
が
集
ま
り
、
カ
ナ
ヅ

チ
で
釘
を
打
つ
音
で
ブ
ー
ス
内

は
賑
わ
い
、
二
日
間
で
約
百
六

十
組
を
作
製
。
ま
た
、
取
材
に

応
じ
た
田
上
委
員
長
は
「
体
験

を
通
し
て
少
し
で
も
も
の
づ
く

り
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。そ

の
他
会
場
内
で
は
、
木
造

耐
震
の
実
演
、
釘
打
ち
・
丸
太

切
り
競
争
、
ク
イ
ズ
大
会
、
抽

選
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

恒
例
の
餅
ま
き
で
は
、
我
先
に

餅
を
拾
お
う
と
す
る
お
客
さ
ん

で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
窓
ガ
ラ

ス
を
利
用
し
た
「
お
絵
か
き

コ
ー
ナ
ー
」
や
「
県
庁
舎
の
エ

コ
探
検
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
例
年
よ
り
早
い
「
長

崎
く
ん
ち
」
前
の
暑
さ
が
残
る

な
か
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
市
民
で
賑
わ
う
な

か
、
組
合
・
協
会
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
た
二
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

県
内
で
、
も
の
づ
く
り
に
携

わ
る
技
能
士
団
体
や
高
校
生
等

が
一
同
に
集
い
、
技
能
士
に
対

す
る
理
解
と
認
知
を
広
め
る
活

動
と
し
て
毎
年
ベ
ル

ナ
ー
ド
観
光
通
り
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

様
々
な
職
種
の
技
能
士

が
子
供
た
ち
と
体
験
教

室
を
通
じ
て
実
技
指
導

を
行
い
な
が
ら
、
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
て
、
建
設
長
崎

も
長
崎
技
能
士
会
と
し

て
参
加
し
、
市
内
支
部

よ
り
八
名
の
指
導
員
を

配
し
て
四
十
四
組
の
万
能
腰
掛

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
子
供
達
は
、
初
め
て
手
に

す
る
金
槌
や
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ

イ
バ
ー
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た

が
、
組
合
員
の
丁
寧
な
指
導
の

下
、
完
成
間
近
に
は
上
手
に
道

具
を
使
い
こ
な
し
「
楽
し
か
っ

た
、
大
工
が
好
き
に
な
っ
た
」

と
い
う
嬉
し
い
声
も
聴
か
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
は
こ
う
し
た
活

動
に
よ
っ
て
少
し
で
も
多
く
の

若
い
後
継
者
を
育
て
ら
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
小
建
設
業
者
・
職
人
の

仕
事
と
暮
ら
し
の
改
善
を
要
望
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現場での安全管理徹底、
事故防止意識の向上をはかり
現場労災事故撲滅を目指そう‼

長
崎
県
要
請
行
動

お
仕
事
体
験

11
中小建設業者の受注機会増、適正な賃金の支払い、
適正な工事単価の設定、リフォーム助成事業の拡充を！

▲平田副知事へ要望書を手渡す北村会長

▲要請を行う田上委員長（写真中央）

毎月1回15日発行 2019年（令和元年）11月15日発行建 設 長 崎第653号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�



2019
10月20日

組
合
員
・
家
族
慰
安

組
合
員

家
族
慰
安

大
運
動
会

大
運
動
会

大
運
動
会

大
運
動
会

大
運
動
会

す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
の
下
、「
建
設
長
崎
組
合
員
・
家
族
慰
安
大
運
動
会
」

が
十
月
二
十
日
㈰
長
崎
市
長
浦
町
の
「
琴
海
中
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
で
開
催
さ
れ
、

県
下
各
地
よ
り
大
勢
の
参
加
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

井
手
副
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
青
年
部
の
手
に
よ

り
大
会
旗
が
入
場
、
メ
イ
ン

ポ
ー
ル
に
本
部
旗
が
高
々
と
掲

揚
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
実
行
委
員
長
の
田
上
執

行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

来
賓
あ
い
さ
つ
・
紹
介
、
祝
電

披
露
後
、
昨
年
度
の
優
勝
旗
・

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
返
還
。
選
手
宣

誓
で
は
浦
上
西
支
部
青
年
部
長

の
吉
村
大
介
さ
ん
が
力
強
く
行

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
競
技
場
の
説
明
が

あ
り
、
準
備
体
操
で
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
幼
稚
園
、
小
学
生
に

よ
る
徒
競
争
の
部
で
午
前
中
の

競
技
が
ス
タ
ー
ト
。
二
人
で
仲

良
く
や
福
引
き
競
争
、
す
の
こ

作
成
の
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

支
部
対
抗
リ
レ
ー
の
予
選
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
食
時
の
テ
ン
ト
の
中
で
は
、

弁
当
を
囲
ん
で
懇
親
を
深
め
る

和
や
か
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。恒

例
の
福
引
も
次
々
と
特
賞

が
飛
び
出
し
大
盛
況
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
子
供
た
ち
の

玉
入
れ
、
ム
カ
デ
競
走
、
飴
食

い
競
争
、
け
つ
圧
競
争
な
ど
が

行
わ
れ
、
最
後
に
支
部
対
抗
リ

レ
ー
決
勝
で
は
支
部
の
応
援
合

戦
に
も
熱
が
入
り
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
、
参
加
者
全
員

で
元
気
よ
く
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
」
を
三
唱
。

最
後
に
、
寺
田
副
委
員
長
が

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
運

動
会
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

私の賞品は何だろう

走りながら風船をふくらませて

タイミングを合わせて

抱っこされてゴール

一致団結してガンバロー

支部対抗リレー表彰

こりゃ重かばい

何等が釣れたかな

あいさつをする田上委員長

大会旗入場と参加者の皆さん

《電気圧力鍋》
佐世保中央支部
大島理沙さん

・福引特賞が当りました。

選手宣誓 浦上西支部 吉村青年部長

カナヅチをバトンにスノコ作り

負けられない戦い

今年もいい顔がそろいました

《ホームベーカリー》
北松支部

和田 望さん

秋晴れの下 組合員・家族
760名が参加

たくさんいれろ～

大賑わいの
福引会場

右・左・右・左

西彼支部 中央支部 佐世保中央支部
2位1位3位
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建設キャリアアップシステムの利用手順

・商号、所在地
・建設業許可情報
・資本金、業種等
・社会保険加入状況　等

○必須情報
・本人情報（住所、氏名、生年月日、性別、国籍　等）
・所属事業者名、職種
・社会保険加入状況、建退共加入状況　      等
○推奨情報
・保有資格、研修受講履歴、表彰
・健康診断受診歴　                                 等

【技能者登録料】
●インターネット申請　2,500円
●郵送・窓口申請　3,500円（1年あたり、250円または
350円）
※早期割引あり
※60歳以上の方の特例措置あり
○カードの有効期間：10年（本人確認書類未提出の場合
は3年）

【事業者登録料・管理者ID利用料】
●事業者登録料（5年毎）
資本金に応じて3,000円～120万円
※個人事業主の方は一律3,000円　　※一人親方の方は無料
※早期割引あり
●管理者ID利用料（毎年）1ID：2,400円
※1ケ月あたり200円。　　※H31年3月迄は、利用数に関わらず無料
※H31年4月～H32年3月迄、1ID無料

【申請方法】
①インターネット申請
②郵送申請
③窓口申請
※申請の際、本人確認書類として、顔
写真付き証明書類（例：運転免許証、
マイナンバーカード）を提出できない
方は窓口申請のみ
※所属事業者等の代行申請も可

事業者の方は、現場・契約情報に対して、それぞれの施工体制
を登録し、自社に所属する技能者の情報（氏名、職種、立場（職
長等））を登録

元請事業者として現場を開設する事業者
の方は、現場を開設する際に現場・契約
情報を登録

【申請方法】
①インターネット申請
②郵送申請
③窓口申請
※元請事業者、上位下請事業者等の代行申請も可

【現場利用料】
●1就業履歴ごと：3円
※就業履歴とは現場で技能者が就業した人日
（例）20人の技能者が50日就業した場合→3,000円

・次数
・所属技能者の情報　等

・現場名
・工事内容　等

Step.1　情報の登録（技能者の方）

技能者

Step.2　カードの取得

Step.1　情報の登録（事業者の方）

下請
事業者

元請
事業者

Step.3　現場の登録

Step.4　施工体制の登録

Step.5
就業履歴の蓄積
※元請事業者の方は現場に
　カードリーダーを設置

Step.6　経験の見える化

建設太郎／技能者就業履歴

現場名

○○ビル

△△マンション

□□ビル

合計

就業年月

2016.06

2016.06

2016.06

就業日数

10日

4日

8日

22日

立場

職長

作業責任者

作業責任者

CCUS
U P
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受 講 料
8，000円

（組合員には2，000円
の補助あり）

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

日 程
令和元年12月14日㈯～15日㈰
午前9時00分～午後5時00分
（受付開始：午前8時30分より）

地 区

長崎地区

全建総連は、組合員の資格取得による技術・技能の向上、技能者育成を支援する
ことを目的に技能者育成基金制度を創設。2018年4月から資格取得による報奨金制
度を実施。
「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ3千～1万円を全建総連から

申請者（組合）を通じて組合員の方々へ支給します（対象資格は下表を参照）。

◎申請方法
①資格取得報奨金制度申請書（※要印鑑持参）
②資格取得を証明する書類（合格証書、修了証明書等）
以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請を行って下さい。

◎申請時の注意点
・受講時に組合員であること。
・2018年4月1日以降に新たに合格した資格であること。
・組合費等の滞納（3ヶ月以上）がないこと。
・申請期限は資格取得から3年以内。

資格取得報奨金制度の対象資格・区分
区分1：10，000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、一
級技能士（※1）、一級施工管理技士、第一種電気工事士、電気主任技術者（第
一種、第二種）、電気通信主任技術者、給水装置工事主任技術者、登録基幹技
能者（※2）

区分2：6，000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士（※1）、二級施工管理技士、第二種電
気工事士、電気主任技術者（第三種）、電気通信工事担当者、職業訓練指導員
免許（※3）

区分3：3，000円／作業主任者
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採石の
ための掘削、鋼橋架設等、コンクリート橋架設等、特定化学物質等、鉛、四ア
ルキル鉛等、木材加工用機械、地山の掘削、土止め支保工、型枠支保工の組立
て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨の組立て等、木造建築物の組立て等、コ
ンクリート造の工作物の解体等、酸素欠乏・硫化水素危険、有機溶剤、石綿

（※1）技能検定 建設関係32職種（造園、さく井、建築板金、冷凍空気調和機器
施工、石材施工、建築大工、枠組壁建築、かわらぶき、とび、左官、築炉、
ブロック建築、エーエルシーパネル施工、タイル張り、配管、厨房設備施
工、型枠施工、鉄筋施工、コンクリート圧送施工、防水施工、樹脂接着剤
注入施工、内装仕上げ施工、熱絶縁施工、カーテンウォール施工、サッシ
施工、自動ドア施工、バルコニー施工、ガラス施工、ウェルポイント施工、
塗装、路面標示施工、広告美術仕上げ）、金属加工関係で1職種（鉄工）、
電気・精密機械器具関係で1職種（電気製図）、木材・木製品・紙加工品
関係で4職種（家具製作、建具製作、畳製作、表装）、その他で5職種（ビ
ル設備管理、情報配線施工、ガラス用フィルム施工［建築フィルム作業］、
ビルクリーニング、ハウスクリーニング）

（※2）登録基幹技能者 33職種（電気工事、橋梁、造園、コンクリート圧送、防
水、トンネル、建設塗装、左官、機械土工、海上起重、プレストレスト・
コンクリート工事、鉄筋、圧接、型枠、配管、鳶・土工、切断穿孔、内装
仕上、サッシ・カーテンウォール、エクステリア、建築板金、外壁仕上、
ダクト、保温保冷、グラウト、冷凍空調、運動施設、基礎工、タイル張り、
標識・路面標示、消火設備、建築大工、硝子工事）

（※3）職業訓練指導員免許 11科（建築科、とび科、建設科、建築板金科、畳科、
表具科、左官・タイル科、配管科、木工科、塗装科、塑性加工科）

講習会開催のご案内
①足場の組立て等作業主任者講習会

【受験資格】満21歳以上で、足場作業に3年以上従事した経験を有する者
【申込方法】支部にて随時受付。①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）②証

明写真2枚（縦3．0㎝×横2．4㎝）、③運転免許証など本人確認がで
きる証明書の写、④受講料を持参し、各支部事務所に提出。

【定 員】受講者が15名未満の場合は中止する場合がございます。
【申込期限】令和元年12月6日㈮
【そ の 他】足場作業の実務経験の要件は『3年以上』となっていますが、今後

は『足場の組立て等特別教育を受講後、3年以上』になってくるこ
とが予想されます。特別教育を受講されていない方は早いうちにご
受講頂きますようお願いいたします。

※注意！
『個人事業主や一人親方の実務経験の証明について』
個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、自己証明の場合第三者
の証明が2名分必要になります。

②規矩術講習会
木造軸組工法を学ぶ機会が少ない若年技能者を対象に「規矩術講習会」を開催し
ます。
開催日時 令和2年1月19日㈰

午前9時～午後4時予定（受付：午前8時30分～）
開催場所 組合本部（長崎市城山町17－58）
対 象 者 青年層組合員（39歳以下）
定 員 10名
申込期限 令和2年1月10日㈮（定員になり次第締め切り）
内 容 規矩術（基礎講座）
受 講 料 2，000円
※持参するもの さしがね（裏目つき）、筆記用具、大工道具

全建総連技能者育成基金制度

毎月1回15日発行 2019年（令和元年）11月15日発行建 設 長 崎第653号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������

����������������������������������

本
部
主
婦
会

諫
早
支
部

中
央
支
部

佐
世
保
北
支
部

西
彼
支
部

日
帰
り
研
修
旅
行

十
月
二
十
三
日
㈬
、
建
設
長

崎
本
部
主
婦
会
日
帰
り
研
修
旅

行
を
、
諫
早
市
高
来
町
「
い
こ

い
の
村
長
崎
」
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
会
場
は
多
良
岳
の
中
腹

に
あ
り
、
有
明
海
、
雲
仙
普
賢

岳
が
一
望
出
来
る
場
所
に
あ
り

ま
す
が
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空

で
、
ぼ
ん
や
り
と
し
か
見
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
天
気
の
中
、
県
下
十

五
支
部
よ
り
八
十
九
名
の
主
婦

会
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

金
子
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶

の
後
、
馬
場
会
長
、
田
上
執
行

委
員
長
よ
り
挨
拶
を
頂
き
、
山

形
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇

親
会
が
始
ま
り
、
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
恒
例
の
じ
ゃ

ん
け
ん
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
、

温
泉
と
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
は
全
員
で
「
河
内
お
と

こ
節
」
を
踊
り
、
久
保
田
副
会

長
の
閉
会
の
挨
拶
で
日
帰
り
研

修
旅
行
を
終
了
し
ま
し
た
。

帰
り
は
、
自
然
干
陸
地
フ
ラ

ワ
ー
ゾ
ー
ン
に
て
コ
ス
モ
ス
を

観
賞
し
秋
の
季
節
を
感
じ
、
そ

の
後
バ
ス
毎
に
お
土
産
店
へ
立

ち
寄
り
買
い
物
を
満
喫
し
、
そ

れ
ぞ
れ
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

主
婦
会
の
皆
様
、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

（
藤
木
）

思
い
出
話
に
花
が
咲
く

諫
早
支
部
で
は
、
十
月
十
日

㈭
毎
年
恒
例
の
プ
ラ
チ
ナ
友
の

会
を
割
烹
す
み
れ
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

初
め
に
木
下
支
部
長
と
田
上

委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
嶋
﨑

さ
ん
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
開

宴
。毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
例
年
に
増
し
て
、
お
酒

が
進
み
、
昔
話
に
華
を
咲
か
せ

な
が
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
お

銚
子
の
山
を
築
き
上
げ
、
大
変

な
盛
り
上
が
り
様
で
し
た
。

最
後
に
は
樋
口
前
支
部
長
の

歌
も
披
露
さ
れ
、
中
村
副
支
部

長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で
締
め
を

行
い
、「
ま
た
来
年
」
と
盛
会

裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
店
の
方
か
ら
も
「
今

年
も
変
わ
ら
ず
お
元
気
で
す

ね
」
と
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
さ

ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

プラチナ友の会

茂
木
分
会
住
宅
デ
ー

十
一
月
三
日
㈰
文
化
の
日
、

中
央
支
部
茂
木
分
会
で
は
、
茂

木
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
に
お

い
て
「
第
十
九
回
茂
木
地
区
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
協
賛
し
、

無
料
奉
仕
活
動
と
し
て
の
住
宅

デ
ー
を
開
催
。
組
合
員
・
主
婦

会
三
十
一
名
の
方
が
参
加
し
、

包
丁
研
ぎ
・
ま
な
板
削
り
・
木

工
販
売
を
実
施
。

例
年
茂
木
の
住
宅
デ
ー
会
場

に
持
ち
込
ま
れ
る
包
丁
の
数
は

三
百
本
を
超
え
る
為
、
今
年
も

多
く
の
組
合
員
さ
ん
に
協
力
を

頂
き
包
丁
の
研
ぎ
手
を
確
保
。

ま
た
受
付
や
研
ぎ
あ
が
っ
た

包
丁
を
新
聞
に
包
ん
だ
り
主
婦

会
の
奥
様
方
に
も
ご
協
力
を
頂

き
準
備
万
端
で
住
宅
デ
ー
に
臨

み
ま
し
た
。

会
場
に
は

朝
か
ら
多
く

の
お
客
さ
ん

が
来
場
さ
れ

て
お
り
、
茂

木
分
会
の
テ
ン
ト
の
前
に
も
包

丁
研
ぎ
の
受
付
を
待
つ
人
が
す

で
に
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
準

備
が
済
み
次
第
、
早
速
受
付
開

始
。す

る
と
錆
び
た
包
丁
や
、
鉈

の
よ
う
な
出
刃
包
丁
。
角
材
の

よ
う
な
ま
な
板
な
ど
が
持
ち
込

ま
れ
、
そ
れ
を
組
合
員
さ
ん
達

が
丁
寧
に
研
ぎ
上
げ
、
ま
た
綺

麗
に
削
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

茂
木
分
会
で
は
事
前
に
ま
な

板
や
鍋
敷
き
な
ど
の
木
製
品
を

製
作
し
て
お
り
、
当
日
は
そ
の

販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

ち
ら
も
大
人
気
で
次
々
に
商
品

が
売
れ
て
い
き
ま
し
た
。

当
日
は
絶
好
の
天
気
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
た

中
で
の
住
宅
デ
ー
開
催
。
地
域

の
皆
様
に
建
設
長
崎
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
分
会
の
皆

様
を
は
じ
め
、
当
日
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
、
一
日
大
変

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

主
婦
会
日
帰
り
研
修
旅
行

女
子
旅
、
阿
蘇
バ
ス
ツ
ア
ー

十
月
四
日
台
風
一
過
の
最
高

の
秋
晴
れ
の
中
、
八
名
の
美
女

（
？
）
で
、
阿
蘇
の
外
輪
山
を

な
が
め
な
が
ら
、
広
大
な
カ
ル

デ
ラ
の
中
を
突
っ
走
っ
て
き
ま

し
た
。（
西
肥
バ
ス
ツ
ア
ー
）

コ
ス
モ
ス
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
乙
姫
と

い
う
バ
イ
キ
ン
グ
昼
食
で
は
、

た
ら
ふ
く
食
べ
、
み
ん
な
満
足

な
顔
を
し
て
い
た
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。

ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
は
、
車
掌

さ
ん
の
お
も
し
ろ
い
ス
ピ
ー
チ

に
笑
い
転
げ
、
車
窓
に
は
黄
色

の
稲
穂
、
真
っ
白
い
そ
ば
の
花

と
、
二
十
分
間
の
乗
車
で
し
た

が
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

フ
ル
ー
ツ
畑
で
は
、
メ
ロ
ン
、

ブ
ド
ウ
の
試
食
も
あ
り
、
メ
ロ

ン
一
個
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
き
、

心
豊
か
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

朝
七
時
出
発
、
帰
宅
は
二
十

時
頃
に
な
り
ま
し
た
が
、
と
て

も
い
い
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

（
山
川
み
ち
子
）

～秋晴れのもと、包丁研ぎを開催～

時
津
連
合
分
会
住
宅
デ
ー

西
彼
支
部
・
時
津
連
合
分
会

で
は
、
当
初
、
九
月
一
日
に

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
公
園
で

住
宅
デ
ー
を
開
催
す
る
予
定
で

し
た
が
、
長
雨
の
影
響
で
公
園

の
使
用
が
出
来
な
く
な
り
、
延

期
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
早
期
の
開
催
を
望

む
声
が
あ
り
、
雨
で
も
出
来
る

よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
九
月

二
十
二
日
㈰
に
支
部
事
務
所
の

倉
庫
で
実
施
を
し
ま
し
た
。

西
彼
支
部
は
、
国
道
か
ら
一

つ
入
っ
た
道
沿
い
に
あ
り
、
ま

た
、
事
務
所
で
の
開
催
は
初
め

て
で
、
開
催
時
期
も
い
つ
も
と

違
う
こ
と
、
ま
た
当
日
も
豪
雨

の
天
気
予
報
で
し
た
の
で
、
お

客
さ
ん
は
少
な
い
だ
ろ
う
と
見

込
ん
で
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
蓋
を
開
け
て
み
れ

ば
、
包
丁
一
四
一
本
、
は
さ
み

四
十
一
本
、
カ
マ
四
十
二
本
、

ナ
タ
二
本
の
合
計
二
二
六
本
を

砥
ぎ
上
げ
、
私
は
、
ひ
た
す
ら

包
丁
を
新
聞

に
次
か
ら
次

へ
と
包
む
作

業
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
忙
し
さ
に
、
写
真

を
撮
る
の
を
失
念
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
二
十
七
名
の
組

合
員
さ
ん
、
二
名
の
主
婦
会
の

皆
さ
ん
、
豪
雨
の
中
で
の
作
業
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
森
）

《
参
加
者
》（
敬
称
略
）

山
口
大
志
郎

山
口

龍
志

太
田

俊
一

太
田

寿
俊

山
口

賢
龍

大
平

高
好

本
多

常
秋

福
田

修

西
村

忠
光

田
森

勝

坂
口

忠
義

内
野

幸
雄

石
橋

廣
喜

樋
口

正
人

山
下

廣
造

大
石

直

馬
場

秀
行

下
峰

憲
人

山
﨑

増
雄

中
橋

妥

本
多

諒
平

川
原

亀
喜

太
田

昌
子

山
口
美
佐
江

新
井
田
圭
子

太
田

麻
美

山
口

優
紀

馬
場
ヒ
ロ
子

樋
口
須
磨
子

内
野

計
子

田
森
ス
ミ
子

石
田
副
委
員
長

《
参
加
者
》（
敬
称
略
）

井
手

保

岩
崎
喜
三
郎

嶋
本

清
孝

浦
馬
場
幾
男

中
尾

豊

髙
木
栄
八
郎

川
久
保
博
幸

川
林

満

松
本

文
男

濱
本

勝
之

林
田

浩
治

山
口

俊
一

堀
口

留
喜

田
口

繁
美

中
村

正
博

田
添

武
美

山
中

茂

脇
川

雅
隆

尾
崎

光
生

徳
永

八
郎

溝
上

智
志

古
藤

明
義

石
川

明
文

植
田

秀
之

岩
永

亀
雄

砂
川
健
二
郎

宮
城

忍

濱
本

久
枝

溝
上

啓
子

石
田

哲
雄

▲馬場会長によるあいさつ

▲

高
森
駅
舎
前
で
パ
シ
ャ
リ
！

▲

じ
ゃ
ん
け
ん
は
大
盛
り
上
が
り

▲包丁研ぎは大盛況
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